Deconstruction of the Grids. Reception of Newton’s Optics and Its Demythologization by Goethe by 濱中 春
グリッドの解体 : ニュートンの光学の受容とゲー
テによる脱神話化
著者 濱中 春
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会志林
巻 66
号 4
ページ 183-210
発行年 2020-03
URL http://doi.org/10.15002/00023188
183
１．ゲーテのグリッド
　ゲーテの『色彩論』（1810）の図版IXとX（図 1・2 ）は，規則正しい幾何学的な構造によって特
徴づけられている。これらの図版では，画面に等間隔の格子状に直線が引かれ，その枡目がさまざ
まな色で彩色されている。『色彩論』の図版には幾何学的に図式化されたものが多いが，そのなか
でも，実験の場面のように具体的な対象の再現であることが見てとれる図版とは異なり，図版IX
とXは，色彩の種類や配置にはパターンがあるとはいえ，画面を支配するグリッドの構造によって
きわめて抽象的な印象をあたえる。同時に，同じ大きさの方形に区切られた画面がカラフルに彩色
された図は，ある種の絵画作品と共通する美的な性質をそなえているように見える。それは，20
世紀のモダニズム絵画の一角を占める，グリッドで構成された作品群である。
　美術批評家ロザリンド・クラウスは，グリッドがモダニズム芸術の重要な装置の一つとして機能
してきたことを指摘した。視覚的イメージと言語テクストの交換可能性を前提とするとともに，芸
術を現実の再現＝表象とみなす伝統的な美学にたいして，クラウスによれば，グリッドは「近代芸
術の沈黙への意志と，文学や物語や言説に対する敵意」を告知して，視覚芸術を言語芸術から切り
離し，また，その平面性や幾何学的法則性によって，「芸術という領域の自律性」を示している。
「平面化され，幾何学化され，秩序づけられたグリッドは，反自然的，反模倣的，反現実的であ
る」1。実際にグリッドは，クラウスがあげているピート・モンドリアン，カジミル・マレーヴィチ，
アド・ラインハート，アグネス・マーティンなどのほか，パウル・クレーやバウハウスの芸術家た
ちの作品においても多く用いられている2。そして，それらの絵画と『色彩論』の図版IX・Xとを
並べてみると，造形的には類縁性が感じられる。グリッドの構造によって，ゲーテの図版は，現代
から見ると，非言語的で自律的なイメージとして，モダニズム絵画を先どりしているかのような印
1 クラウス 1994，18頁。
2 バウハウスのグリッドについては，Dickerman 2009, S. 19-21; Nisbet 2009. クレーのグリッドあるいは
「方形画（Quadradbilder）」については，Glaesemer 1976, S. 177-183; Triska 1979. ただし，クレーのグリ
ッドにモンドリアンらのそれとの異質性やモダニズムの自己批判あるいは内破の契機を見る研究者もいる。
近藤 1999，中田 2011。Bourneuf 2015, S. 157-181.
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図1　ゲーテ『色彩論』図版IX
図2　ゲーテ『色彩論』図版X
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象をあたえるのだ3。
　しかし，いうまでもなく，『色彩論』の図版IXとXは，イメージと言語の分離や芸術の自律性を
追求するためではなく，ゲーテのニュートン批判という文脈のなかで成立したものである。図版
IX・Xは，『色彩論』の論争篇で，ニュートンの『光学』（1704）第一篇第二部の命題八にたいする
反論のなかでとりあげられている。また，これらの図版には，「ハレのグレン（Green in Halle）」，
「フランクフルト・アン・デア・オーダーのヴュンシュ（Wünsch in Frankfurt a. d. O.）」，「一般学
芸新聞。イエーナ 1792。第31号（Allgemeine Litteratur Zeitung. Jena 1792. Nr.31）」といった言
葉が書きこまれているが，これらは，ニュートンの理論の信奉者として，やはりゲーテの批判の対
象となっている同時代の学者たちを指している。つまり，図版IX・Xは，ニュートンの光学理論と
その支持者への批判を目的として作成されたのであり，ゲーテのニュートンにたいする「図像論
争」4の一環に位置づけられるのだ。では，ゲーテは図像によるニュートン批判の手段として，ここ
ではなぜグリッドという形式を選んだのだろうか。また，これらの図版がモダニズム絵画を想起さ
せるとすれば，クラウスがモダニズムのグリッドに指摘した反言説性や反自然性，反模倣性，反現
実性といった性質は，ここでも有効なのだろうか。
　本論では，『色彩論』の図版IX・Xにおけるグリッドの意味を，これらの図版が属する歴史的な
コンテクストのなかで考えてみたい。以下では，まず『色彩論』のテクストや図版の下絵にもとづ
いて，図版IXとXの成立の経緯を跡づけた上で，それらのグリッドの構造が，ゲーテのニュートン
批判の手段としてどのように機能しているのかを考察する。その際には，1800年頃にゲーテをと
りまいていた伝記的な状況を考慮に入れるとともに，クラウスのグリッド論も参照対象とすること
によって，ゲーテのグリッドの特徴をより明確に浮かび上がらせることを目指す。そして，それを
通してゲーテのニュートンにたいする図像論争の内実の一端を明らかにすることが，ここでもまた
探究の目的となる。
3 クラウスはモダニズムのグリッドの起源として，19世紀の絵画にたいする生理光学の影響を指摘し，シ
ュヴルールやシャルル・ブラン，ロード，ヘルムホルツと並んでゲーテの名もあげるとともに，生理光学
の論文の特徴として図解におけるグリッドの使用をあげている（クラウス 1994，21-22頁）。しかし，前
者の指摘は，ゲーテの『色彩論』では教示篇の「生理的色彩」にかかわるもので，「物理的色彩」にかん
する図版IX・Xとは直接には関係がなく，後者は興味深いが直観的な指摘にとどまっている。
 また，2018年にデュッセルドルフのゲーテ博物館で開催された「光の行為―マック&ゲーテ」展の図
録には，ゲーテの色彩研究のなかで生まれた図像と現代ドイツの芸術家ハインツ・マック（1931-）の作
品とが，見開きの左右に並べて掲載されているページがいくつかあり，そのなかには『色彩論』の図版
IXと，画面の一部がさまざまな色彩の方形，つまりグリッドから構成されたマックの作品もふくまれて
いる（Steingießer 2018, S. 88f.）。マックは芸術家としては戦後世代に属するが，20世紀前半のモダニズ
ムの理念を継承していることを自ら認めており（Ebd., S. 336-343），図録の構成は，ゲーテとマックのあ
いだに，精神性においてだけではなく，具体的な図像表現においても平行性が見られること，つまり，
『色彩論』の図版のモダニティを示唆しようとしているように思われる。
4 ゲーテのニュートンにたいする「図像論争」については，濱中 2017の他，同 2018，2019も参照。
186
２．『光学』第一篇第二部の命題八
　ニュートンは『光学』第一篇第一部で，太陽光（白色光）は屈折性と色彩の異なる光線が複合し
て構成されており，屈折によってそれらが分解されて紫から赤まで多様な色彩を帯びたスペクトル
が生じることを明らかにしたが，第二部に入ると，屈折光の幅やプリズムからの距離によっては，
スペクトルの中央部が白くなることに言及している。しかし，その説明がニュートンの著書に登場
するのは，第二部も終盤にさしかかった命題八になる。ニュートンはここでようやく「発見された
光の諸性質からプリズムによってつくられる色彩を説明すること」（O161）5という問題をとりあげ，
それを図12（図 3 ）にそくして解説している。この図には，窓の鎧戸にあけられた孔を通って暗
室に導き入れられた幅の広い太陽光が，プリズムによって屈折され，スクリーンにスペクトルが投
影される様子が断面図で描かれている。図中のFφが孔，ABCがプリズムで，MN（およびmn）が
スクリーンの役割をする白い紙である。
　ニュートンによると，プリズムによって分解された光線は，それぞれ次のようにスクリーン上に
照射される。
屈折性が最大の，つまり最も濃い紫をつくる光線は空間Pπに，屈折性が最小の，つまり最も
濃い赤をつくる光線は空間Tτに，藍をつくる光線と青をつくる光線の中間の種類は空間Qχ
に，緑をつくる光線の中間の種類は空間Rρに，黄をつくる光線と橙をつくる光線の中間の種
類は空間Sσに，他の中間の種類の光線は中間の空間に，落ちるものとする。なぜなら，この
図3　ニュートン『光学』第一篇第二部 図12
5 以下，ニュートンの『光学』（Opticks）からの引用は Newton 1979 により，括弧内にOという略号とペ
ージ数を示す。
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ように各種類の光線が相応に落ちる空間は，それらの光線の屈折性の違いによって少しずつ下
へ下がっていくであろうからである（O161f.）6。
　つまり，スクリーンには上から順に屈折性の大きさにしたがって，紫から赤までの光線が少しず
つ位置をずらして重なり合いながら照射されるのだ。
さて，紙MNがプリズムの近くにあって空間PTとπτが接触しない場合には，それらのあいだ
のTπは，すべての種類の光線によって，それらがプリズムから出てくる瞬間と同じ割合で照
らされ，その結果，白くなるだろう。しかし，その両側の空間PTとπτは，すべての光線に
よって照らされるわけではなく，したがって，色彩を帯びることになる。とくにPでは，最も
外側の紫をつくる光線だけが落ちるため，色彩は最も濃い紫になるにちがいない。紫をつくる
光線と藍をつくる光線が混合されるQでは，藍に非常に近い紫になるにちがいない。紫をつく
る光線，藍をつくる光線，青をつくる光線，緑をつくる光線の半分が混合されるRでは，それ
らの色は（問題二の作図によって）藍と青の中間の色を合成するにちがいない。赤をつくる光
線と橙をつくる光線以外のすべての光線が混合されるSでは，それらの色は同じ法則によって，
藍より緑に近い薄い青を合成するはずである。そして，SからTへ進むにつれて，この青はま
すます薄く弱くなり，Tですべての色が混合され始め，ついに白になる（O162）。
　Tπの下の空間πτにおいても同様に，一番外側のτの赤から始まり，橙，黄と徐々に色が薄く
なって，πで白にいたる（O162f.）。
　こうしてニュートンは，太陽光の屈折によって分解された光線の混合のしかたによってスペクト
ルの色彩が決まり，スクリーンがプリズムに近い位置にある場合には，スペクトルの中央部は，す
べての色彩の光線が混合することによって白になることを説明している。なお，ここでニュートン
が言及している問題二とは，色彩環を用いて色彩の混合の法則を説明したものである。また，ニュ
ートンは，スクリーンをプリズムから遠ざけていくと，スペクトルの中央の白はTとπが出会うX
の点で消滅し，スクリーンをさらに―たとえばmnの位置まで―遠ざけると，中央部には屈折
性が最大の光線Pπと最小の光線Tτが照射されなくなり，残りの光線の混合によって緑が生じる
ことも指摘している（O164）。
　ゲーテは『色彩論』論争篇で命題八に反論する際に，おもにスペクトルの中央の白にかんする説
明に批判の矛先を向けている。「ニュートンは色彩を帯びた二つの縁の現象のあいだにある不変の
6 ニュートンがここで「赤をつくる光線（red-making Rays）」といった表現を用いているのは，厳密には
光線自体に色がついているのではなく，光線のなかに「あれこれの色の感覚を引き起こすある力と性質」
があるという認識による（O124f.）。本稿ではニュートンのテクストからの引用以外の箇所では，便宜的
に「赤の光線」や「赤い光線」という表現も用いる。
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白を，これまで何度も，最後には二つのプリズムを用いる実験13でも黙って導入した後で，よう
やく持ち出す」（F487）7。スクリーンがプリズムの近くにある場合には，スペクトルの中央部が白
くなることは，スペクトルを，太陽光が屈折によって「ずらされる」ことで，その縁に色彩が生じ
る現象とみなしているゲーテにとっては自明の事柄であり，ゲーテはニュートンがこれまでも時折
この白の存在をほのめかしながら，その成立のしくみを説明していないことを非難してきた8。も
っともニュートンはその間に，太陽光にふくまれるすべての色の光線を混合すると再び白色光が合
成されることを明らかにしており，命題八ではそれを前提として，スペクトルの中央部における白
の成立を説明している9。だが，それは，光を分解も合成も不可能な統一体とみなすゲーテには受
け入れがたい理論であった。ゲーテにとって，白は「もちろん現象のなかに存在するが，それ自体
として存在するのであって，ニュートンが仮説として重ね合わせる色彩を帯びた光によって現れる
のではない」（F487）のだ。
　このように，白はニュートンの光学とゲーテの色彩論の核心にふれる主題であり，白をめぐる議
論には両者の立場の相違が端的にあらわれているが10，いま注目したいのは，ゲーテが『光学』の
命題八について，ニュートンの理論の内容だけではなく，説明のしかたも問題にしていることであ
る。ゲーテは，ニュートンは「奇妙なことに，色彩を順番に行進させ，重なり合わせ，混ぜ合わせ，
そして，これらの大量の言葉と記号を費やして白を生じさせたと言い張る」が，「彼がギリシア文
字とラテン文字を用いて，間違った，またつじつまがあわず支離滅裂な考え方をわかりやすくしよ
うといかに努力しても，うまくいかないため，彼の忠実で信心深い弟子たちは，この線描図を表の
かたちに変える必要に迫られた」（F487）という。
　先に見たように，ニュートンは命題八のテクストで，図12のなかに書きこまれた文字記号を用
いて，スペクトルの色彩が生じるしくみを説明している。その記述は簡潔だが，図と照らし合わせ
ながら読み進めれば十分に理解することができる11。とはいえ，図12でスクリーンに各光線が照射
される範囲を示すアルファベットは，それぞれの色彩とは無関係な恣意的な記号であり，それらは
スクリーンの断面にあたる一本の直線上に配置されている。そのため，テクストと図のあいだを行
き来しながら，記号を色彩におきかえ，実際には平面であるスクリーン上でのそれらの分布と混合
7 以下，ゲーテの『色彩論』（Zur Farbenlehre）からの引用は FA, I. Abt., Bd. 23/1 により，括弧内にFと
いう略号とページ数を示す。
8 論争篇第113節，116節，371節，380-397節，517節など。
9 ゲーテは『光学』の図12を『色彩論』の図版VIIの図 9 で再現しており，図版集の解説では次のように
述べている。「ニュートンの図の最後のものの一つで，長いあいだ無視されてきたプリズムのすぐ後ろに
現れる白い中央部をようやく説明し，すでに完成されている仮説にあてはめたもの」（F1022）。
10 ニュートンの立場に立つリヒテンベルクとゲーテのあいだの白をめぐる議論については，松村 2017，
81-82頁を参照。
11 オーラフ・ミュラーは，図12では文字の使い方（ラテン文字とギリシア文字や大文字と小文字の使い
分け）によって図の理解を助けるように配慮されていると指摘している。Müller 2019, S. 171.
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を思い浮かべることは，読者にとって単純な作業ではないこともたしかだろう12。では，ニュート
ンの「忠実で信心深い弟子たち」は，彼らの「師」（F488）の図をどのようにつくりかえたのだろ
うか。
３．グレンと書評者の図式
　ゲーテがここで言及しているのは，1792年 1 月28日付の『一般学芸新聞』に匿名で掲載された
ゲーテの『光学論考』第一巻（1791）の書評と，1793年に『物理学ジャーナル』に掲載されたフ
リードリヒ・アルブレヒト・カール・グレンの論考「ゲーテ氏の光学論考についての若干のコメン
ト」に添えられている図式（図 4・5 ）である。ただし，これらは『光学』の図12を直接につくり
かえたものではない。ニュートンが図解しているのは，スペクトルをスクリーンに投影して観察す
る，ゲーテの用語では「客観的実験」における色彩現象であるのにたいして，グレンや書評者の図
式は，プリズムを通して対象を見る「主観的実験」において色彩が生じるしくみを示している。
　しかし，ニュートンが命題八で，客観的実験における色彩の成立を説明した後，続けて，「プリ
ズムを通して黒か闇で囲まれた白い対象を見た場合に，その縁に色彩が生じる理由は，少し考えれ
ばわかるように，ほぼ同じである」（O165）と述べているように，二種類の実験で観察される色彩
現象は，基本的には同じ原理で説明することができる。客観的実験におけるスクリーンにあたるの
が，主観的実験では観察者の網膜なのだ13。ニュートンは，『光学』の命題八では，主観的実験に
おける色彩についてはきわめて簡単な説明しかあたえていないが，『光学講義』（1670-72，1729年
刊行）ではこの現象についてくわしく説明している14。
　主観的実験において対象の縁，つまり明暗の境界に見られる色彩は，ゲーテが『光学論考』でさ
まざまなヴァリエーションの実験をおこない，後に『色彩論』教示篇でもとりあげているもので，
色彩は光と闇の境界に両者の相互作用によって生じるというゲーテの色彩論の基盤となる重要な現
象であるが，『光学論考』の批評者たちからは，ニュートンの理論で説明可能な現象として一蹴さ
れた。そのなかでもグレンの論考では，暗室に射しこんだ太陽光を屈折させるニュートンの客観的
実験に対応した，黒地の白い対象をプリズムを通して見る主観的実験がとりあげられているため，
ここではグレンの説明と図式をくわしく見ておこう。
12 ゲーテの遺稿のなかには，『光学』の図12を（左右を反転して）描き写し，光線に彩色したものもある。
Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 204; LA I 3, Taf. XXI.
13 Müller 2015, S. 67. ゲーテも主観的実験と客観的実験は「平行関係にあり，一方が示すものは他方も示
す」（F118）と述べている
14 Newton 1729, S. 248-252; Newton 1984, S. 548-553. ここでは，プリズムを通して闇のなかの明るい対
象を見ると，屈折性の異なるそれぞれの光線によって少しずつ位置をずらしながら異なった色彩の像が現
れ，それらの混合によって中央の白とその両側の色彩が生じるという，客観的実験の場合と原理的に同じ
説明がおこなわれている。
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図4　『一般学芸新聞』の書評者の図式
図5　グレンの図式
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　グレンは，ゲーテの『光学論考』の数多くの実験のなかから，白地の黒い帯と黒地の白い帯をそ
れぞれ縦向きと横向きでプリズムを通して見る四つの基本的な実験に対象をしぼり，そこで見られ
る色彩現象をニュートンの理論にもとづいて説明している。その際には，グレンはまず，『光学』
のラテン語版（1706）から命題八をドイツ語に訳して引用し，次に『光学講義』（1744年版）から
も，主観的実験において対象の縁に色彩が生じるしくみが説明されている箇所を引用している。さ
らに，この現象をニュートンの理論にもとづいて説明している文献も三点，あげている15。そして，
このように慎重に自分の主張の正当性を裏づけた上で，ようやく黒地の白い帯を縦向きにしてプリ
ズムを通して見た場合の色彩現象の説明にとりかかる。
　グレンはこの実験の場面の断面図（図 6 ）も用意しており，ここではABが観察対象である黒地
の白い帯，abがそれをプリズムを通して見た像にあたる。グレンによれば，ABの上下の黒い部分
からは光は放射されないのにたいして，白い面AB上のすべての点からは，観察者の目に向かって
光が放射される16。そして，プリズムCDEを通してABを見ると，それぞれの点から放射された白い
光が屈折性と色彩の異なる光線に分解される。たとえば上端のAの点から放射された光にふくまれ
る紫の光線はvへ，緑の光線はgへ，赤の光線はrへ，その他の光線はそれらのあいだへと分解され，
その結果，プリズムの後ろにある目は，白色光にふくまれる光線と同じ色と数の点Aの像を見るこ
15 Gren 1793, S. 3-13.
16 グレンは，これらの光は各点を頂点とし，瞳を底面とした円錐形をしているが，図ではその軸だけを示
していると断っている。Gren 1793, S. 14.
図6　グレンの断面図
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とになる。その際に，目はそれらの像をabの上部に，紫（V），緑（G），赤（R）などの像として
知覚する。赤と緑のあいだには橙と黄，緑と紫のあいだには淡青と藍の像が見られる。そして，A
の下に連なる点のそれぞれからも同様に白色光が放射され，屈折によって分解されて色彩を帯びた
像が知覚されるが，それらは少しずつ位置を下へずらしながら重なり合うため，色彩が混合する17。
そのしくみを説明するためにグレンが用意したのが，ゲーテが『色彩論』論争篇でとりあげている
図式である。
　この図式（図 5 ）では， 1 から 7 のアラビア数字は，点Aとその下に連なる白い光を放射する点，
数字の下に縦に並んだR，O，Gなどの文字は，それらの光が分解されて生じる像を表している。
文字はそれらの色彩の名称の頭文字となっており，Rは赤，Oは橙，Gは黄，Grは緑，Bは青，Iは
藍，Vは紫を指す。そして，IからXIIIまでのローマ数字をふられた文字の列を横向きにたどれば，
それぞれの箇所で重なる色彩の種類が把握できる18。その結果，像abは次のような色彩を帯びるこ
とになる。
I列では最初の一番上の点の純粋な赤が見られ，II列ではそれはすでに［橙と］複合した赤に
なり，III列ではさらに黄に近づき，IV列ではすでに完全な黄となり，V列では薄い黄になり，
VI列ではすでに白とほとんど区別できないほど白に近づき，ついにVII列ですべての基本色の
混合によって完全な白が生じる。数字の列を 7 より先に延長すると，VIII列に再び赤あるいは
Rが現れることがわかる。したがって，ここにもまた白い像が生みだされ，これが同じように
続いていく。つまり，目はここからはすべての色彩の像の重なりによって，まったく色のない，
あるいは白い像を見ることになる。光を放射する点の列がとぎれるところ，たとえば対象AB
の下端Bでは，図［図 6 ］が示し，先の図式がわかりやすくしているように，VIII列の色彩の
複合からは，よく複合されて非常に薄く，白とほとんど区別できない緑がかった青の像が生じ，
それはIX列ではよりはっきりした淡青になり，XIとXIIで紫にますます近づき，ついにはXIII
列で純粋な紫になる。このようにして，対象AB全体から像abが生じるが，それは上部aRでは
赤と黄の縁をそなえ，後者はcVを越えると白に溶けこみ始める。cVから[b]Rまでは像は白く，
bRの下で淡青の筋が現れ，紫へと溶けこんでいく。この筋は像の境界bRを越えて，そこに接
する黒あるいは闇のなかへと伸びていく19。
　このように，グレンは『光学』の命題八と同じ原理で，黒地の白い対象をプリズムを通して見た
ときに生じる色彩現象を説明している。客観的実験の場合と同様に，主観的実験でも，屈折によっ
て分解された光線の重なりと混合によって，さまざまな色彩および白が生じるのだ。ニュートンに
17 Gren 1793, S. 13-15.
18 Gren 1793, S. 15f.
19 Gren 1793, S. 16f.
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たいするグレンの新しさは，実験の場面の断面図のほかに，実際には重なり合っている色彩の分布
を平面上に展開した図式も用意している点にあり，グレンはこの後，白地の黒い対象をプリズムを
通して見た場合の色彩現象についても，同様の図式を用いて説明している20。ただし，グレンの論
考の出版年を考慮すると，これらの図式は，前年に『一般学芸新聞』に掲載された『光学論考』の
書評にならって作成された可能性もある。後者の書評では，白地の黒い対象をプリズムを通して見
た色彩現象について，グレンと同様の原理で説明がおこなわれており，図式（図 4 ）も似かよっ
ている21。
　いずれにせよ，これらの図式では，ニュートンの『光学』の図12と比較すると，光の屈折によ
って白およびさまざま色彩が成立するしくみが理解しやすくなっているといえるだろう。ここでは，
色彩がそれらの名称の頭文字で表されていることにくわえて，スクリーン上での色彩の分布が平面
上に分解して示されていることによって，色彩の混合のしくみをより容易に把握することができる。
　しかし，ゲーテは論争篇で，結局はこれらの図式についても，「このように文字をこまごまと扱
ったものは誰もにわかりやすく見通せるわけではないので，われわれは図版IXとXでわかりやすい
図を作成した」（F488）という。こうしてニュートンの図12からグレンと書評者の図式をへて，よ
うやくゲーテの図版IXとXの出番となる。
４．『色彩論』の図版IX・X
　『色彩論』の図版IX（図 1 ）は上下二段に分かれているが，上段の中央の図には「ハレのグレン」
というタイトルがつけられている。上段には十二本の横線が等間隔に引かれており，「ハレのグレ
ン」の部分は，それらとほぼ同じ間隔で引かれた八本の縦線によって，横十三段×縦七列の格子状
になっている。これらの段と列の数は，グレンの図式（図 5 ）でアラビア数字とローマ数字で示
されていた縦横の列の数に対応しており，枡目が図式の文字に応じた色で彩色されている。つまり，
左端の列では上から七個の枡目が赤，橙，黄，緑，青，藍，紫で彩色され，二列目以降は一段ずつ
下へずれながら同様に彩色されて，七列目の一番下の枡目が紫となる。こうして全体としては，格
子状の平面に七色の四角形が連なった柱が七本，階段状に並んだ図となっている。
　この図の左側には「自然」と名づけられた図が掲載されているが，これは黒地の白い対象をプリ
ズムを通して見た場合の色彩を，ゲーテの理論にもとづいて示したものである。「ここでは自然に
そくして不変の白が中央にあり，その一方の側からは黄が黄赤まで，他方の側からは青が青赤まで
高まる。これがすべてである」。ただし，この図では，「隣に並べられた論敵の奇妙な図」，「隣で碁
盤状に編成された―道化芝居」，つまりグレンの図式にもとづいた図と対応するように，「黄から
黄赤へと青から青赤へのグラデーションを本来必要な以上に多くしなければならなかった」という
20 Gren 1793, S. 19.
21 [Rezension] 1792. この書評は LA I 3, S. 54-58 にも収録されている。
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（F1023）。つまり，ゲーテの理論では白の両側に黄と橙（黄赤）および青と紫（青赤）が生じるの
だが，この図では，グレンによって各段の色彩を混合すると生じるとされている色で，枡目を細か
く塗り分ける必要があったということである。その結果，ここでは縦一列の枡目が，中央の白をは
さんで，上に向かっては薄い黄から赤まで，下に向かっては薄い青から紫まで，それぞれ六色で彩
色されている。
　一方，図版X（図 2 ）の上段には，『一般学芸新聞』の書評の図式（図 4 ）に対応した図が，や
はり「自然」の図と並べられている。ここでは，白地の黒の帯にあたる画面中央の四段分の枡目が
黒くなっている。また，この図では，彩色された図と並んで，図式の文字や記号も書き写されてい
るが，ゲーテは図版Xの解説で，書評からこれらの文字を用いた説明を広範囲にわたって引用して
いるため，それにあわせてこのように元の図式も再現したのだろう。
　なお，図版IXとXにはその他に，ニュートンの理論に依拠しながら，白色光は赤と緑と紫の三基
本色の光線から構成されているとしたクリスティアン・エルンスト・ヴュンシュの理論を同様に図
像化したものも掲載されているが，ここではとりあげない。
　こうしてゲーテは，図版IXとXで，グレンらの批評では無地の紙面に文字や数字が並べられてい
た図式を，グリッドの構造につくりかえるとともに，色彩の名称の頭文字で表されていた色を実際
に枡目に彩色してみせた。その結果，生まれたのが，抽象画を思わせるような図なのである。ただ
し，これらの図は，最初からこのような洗練された姿をしていたわけではない。ヴァイマルのゲー
テ国立博物館には，図版IXとXの準備段階で成立したと考えられる図が所蔵されており22，それら
を手がかりとして，これらの図版の作成プロセスをある程度，跡づけることができる。
　図版IX・Xは，まず原図を手描きで作成し，次にそれにもとづいてグリッドと図版Xの黒いゾー
ン，および各図のタイトルや図中の文字や記号を銅版画で印刷し，最後にグリッドの枡目を水彩で
彩色するという手順で作成されたと考えられる。上記の資料のなかには，最終的な図版IX・Xとほ
ぼ同様の手描きの図23や，両図版の彩色されていない銅版画24がふくまれている。未彩色の銅版画，
とくに黒いゾーンも図中の文字もない図版IXのそれでは，空白のグリッドが広がっているだけで
あり，それによって，グリッドが図形の輪郭線ではなく，色彩をマッピングするための座標である
ことがよくわかる。完成した図版では，柱状あるいは階段状の図形が描かれているようにも見える
が，それらは，なんらかの対象を線でかたどったものではなく，グリッドの枡目を彩色することに
よって浮かび上がってきたのだ。
　また，他の下絵からは，原図もまたいくつかの段階をへて確定されたことものであることがわか
22 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 255-258, 263-269, 277-289. これらの図はGoethe 1985
に同じ番号で収録されている。版権の都合で本稿には制作過程の図は掲載しないが，以下でとりあげるも
のの大半は同書の図版で確認することができる。
23 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 256, 282.
24 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 258, 283など。
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る。たとえば，図版IXの下絵のなかには，グレンの図式に対応して彩色された枡目の周囲に， 1
から 7 のアラビア数字とIからXIIIのローマ数字が書きこまれたものがある25。前章で見たように，
これらはグレンの図式でそれぞれの色彩の位置を示す座標にあたる数字である。ここから，「ハレ
のグレン」の部分の原図の作成に際しては，まず，数字がグリッドに書きこまれ，それを手がかり
に図式と照らし合わせて，それぞれの枡目が彩色されたと考えられる。あるいは，枡目を彩色した
後で，確認のために数字が書きこまれたのかもしれない26。いずれにせよ，数字は鉛筆で書かれて
いることからもわかるように，作図の補助として導入されたものであり，最終的な原図や図版では
姿を消している。そこでは座標の役割は，数字からグリッドという図像へと完全に移されたのであ
る。
　一方，図版Xでは，『一般学芸新聞』の書評の図式も再現されているため，そこで座標の役割を
はたしていた記号―図の左側のA～E，a～e，h～lのアルファベット―も残されているが，こ
の図版の下絵のなかには，最終的な原図や図版のように，彩色した図と文字の図式とが分けられて
おらず，重ねて描かれているものがある27。つまり，そこでは彩色した枡目に，それぞれの色彩の
名称の頭文字が書きこまれているのだ。そして，このように色彩と文字を重ねて提示するという選
択肢も存在したにもかかわらず，最終的には両者が分離されたことは，ゲーテが色彩という視覚的
な要素を言語的な要素から切り離すことを選んだということを意味する。
　このように図版IX・Xを作成する過程では，当初はグリッドや色彩と数字や文字が混在していた
が，途中で後者がとり除かれ，あるいは分離されて，最終的にはグリッドと色彩という図像的・視
覚的な要素のみからなる図が完成したのだ。その目的はなによりも，批判対象であるニュートンの
理論を，視覚を通して直観的に理解しやすくすることにあったと考えられる。ゲーテは『光学』の
命題八における説明を「大量の言葉と記号を費やしたもの（Wort- und Zeichenmengerei）」（F487），
グレンらの図式を「文字をこまごまと扱ったもの（Buchstabenkrämerei）」（F488）と呼んで，そ
れらの理解しにくさを指摘していた。そして，それらにかわってゲーテが作成した「わかりやすい
（anschaulich）図」が，図版IXとXなのである。
そこではプリズムの色彩体系が，一部は集合して，一部は師団と分遣隊となって，梯形陣で，
色とりどりの四角形として垂直方向に順番に行進するのを見ることができる。そして，それら
の四角形を水平方向に目で（mit den Augen）即座にまとめて，ニュートンとその学派によれ
ばこのようにして生じるとされる滑稽な結果を，正直に判定することができるのだ（F488）28。
25 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 255.
26 白地の黒い帯をプリズムを通して見た場合の色彩現象を説明するグレンの図式に対応した下絵でも，枡
目に図式と同じ 1 から 9 の数字が書きこまれている。Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 
279
27 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 278.
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　こうしてゲーテは図版IX・Xで，グレンらの文字の図式をグリッドと色彩を用いて図像化するこ
とによって，ニュートンの理論の直観的な理解を促進しようとした。それは，『光学』の図12を，
グレンや書評者の図式を介して間接的につくりかえたものともいえる。そこでは，ニュートンの断
面図を見ただけではわかりにくい，屈折によって分解された光線の色彩の分布と混合のしくみが，
グリッドという座標と色彩そのものによって一目で把握できるように提示されている。
　このように視覚的な要素を言語的な要素から切り離し，輪郭線ではなく座標であるグリッドで構
成されたゲーテの図は，クラウスがモダニズムのグリッドに指摘したような反言説性や反模倣性，
反現実性をそなえたイメージであるように見えるかもしれない。そこでは，図像が「排他的な視覚
性の領域」に囲いこまれるとともに，「その座標から帰結する平面性」において，「現実的なものの
複数の次元」が締め出され，「その組織の隅々にわたる規則性」において，「模倣のではなく，美的
命令の帰結」が提示されているかのようにも思われる29。しかし，実際には，ゲーテの図は光の屈
折による色彩の成立という自然現象を（間接的に）写しとった図像なのであり，この点ではゲーテ
のグリッドは，ルネサンス期に遠近法で空間を描写するために用いられた碁盤目に近い。そこでは
現実とその表象が相互に写像関係において対応しあっているのだ30。そして，ゲーテが図版IX・X
の利点を説明する際に用いていた軍隊の比喩は，ゲーテがいったんは視覚性に純化したこれらの図
に，再びある物語を読みこもうとしていることを明かしている。
５．色彩の行進
　軍隊の比喩は，『光学』の命題八にたいするゲーテのコメントのなかでも顔をのぞかせていたが
―「色彩を順番に行進させ」（F487）―，それが前面に押し出されているのは，図版IXとXに
かんする記述においてである。「そこではプリズムの色彩体系が，一部は集合して，一部は師団と
分遣隊となって，梯形陣で，色とりどりの四角形として垂直方向に順番に行進するのを見ることが
28 ゲーテは図版Xの図についても，「われわれは彼［『一般学芸新聞』の書評者］の文字の図式を厳密で正
確な枡目に宿営させるという労をいとわなかっただけではなく，その横で色のついた四角形によって事態
をより目で見てわかりやすく（augenfälliger）することにもつとめた」（F1028）と述べている。また，ゲ
ーテは『一般学芸新聞』の書評が出た頃に書かれたと思われるコメントのなかで，「頭の切れる書評者の
考え方と説明のしかたを自分自身や他の人々にとってより明白にするために，ここでは文字で印刷されて
いるものを，黒と白のパネルの上でさまざまな色の紙で表すことを試みた」と述べているように，早い段
階で文字を色彩に置きかえることを試みていたようだ。「それによって，示されるべき事柄が感覚に近づ
けられ，同時に判断に近づけられるだろう」。LA I 3, S. 59. なお，グリッドにかんしては，『色彩論』図
版IVの下図でも，レンズの色収差を補正する色消しのしくみを説明するために，格子が座標として用い
られている。
29 クラウス 1994，18頁。
30 クラウス 1994，18-19頁。
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できる」（F488）。そして，この比喩は，図版IXの解説でより具体的に展開されている。
とくにハレのグレンはニュートンの説明を文字の図式に変換し，それによって，中央部に誉れ
高い白を生じさせるためには，そもそも光線を梯形陣で順番に行進させなければならないこと
を示そうとした。つまり，先発した縦隊の黄赤の最後尾が中央を離れる前に，後発の縦隊の紫
の先頭がちょうど中央に到達していなければならない。このとき両者のあいだの縦隊はすべて
一定の関係を保って前進しているので，それらのさまざまな色彩の各部分が中央でそろい，横
方向にもこの七色の列を形成する。そして，それらを重なり合っているとみなすことができる
かぎり，白く見える（F1024）。
　「梯形陣」とは，軍隊の行進や攻撃に際して，複数の隊列を階段状にずらして組む隊形のことで
ある。フランス革命・ナポレオン戦争で活躍したオーストリアの軍人アントン・フォン・ツァッハ
の『機動作戦入門』（1812）では，一つの横隊を四つの縦隊に転換し，敵陣に向かって前進しなが
ら梯形陣を形成する方法が説明されている（図 7 ）。それによると，四つの縦隊の先頭が同一線上
に等間隔に並んだところで，まず一番端の縦隊が前進を開始する。第一縦隊が一定の距離を進んだ
時点で，第二縦隊に前進が命じられ，第三，第四の縦隊もそれぞれ同じ間隔をおいて出発する。こ
のようにして平行に並んだ縦隊が一定の間隔をおいて順に前進を開始することによって，階段状の
陣形が形成される31。
　ゲーテがグレンの図式について述べているのも，ツァッハの説明と同じしくみである。ゲーテの
比喩によれば，図版IXの「ハレのグレン」の図では，七色の枡目からなる縦の列がそれぞれ一つ
の縦隊にあたり，それらが画面の上から下に向かって梯形陣で行進していることになる。右端の列
が最初に出発し，それが枡目一個分進んだところで，左隣の列が出発する。このようにして七つの
縦隊が一列ずつ順に等間隔で行進を開始すると，最初に出発した右端の列の最後尾の赤（ゲーテの
色彩名では「黄赤」）と，二列目の後ろから二枡目の橙，三列目の後ろから三枡目の黄，四列目の
後ろから四枡目の緑，五列目の後ろから五枡目の青，六列目の後ろから六枡目の藍，そして最後に
出発した左端の列の先頭の紫が，中央の段で水平方向に並ぶことになる。こうしてすべての色の光
が混ざり合うと白になるというのがニュートンの理論である。
　「師団（Division）」，「分遣隊（Detachement）」「梯形陣で（en échelon）」，「縦隊（Kolonne）」，
「先頭（Tête）」，「最後尾（Queue）」，「行進する（aufmarschieren）」―これらの軍隊にかかわる
語彙によって，グリッドに彩色したゲーテの図は，兵士に見立てられた色彩の縦隊が梯形の陣形を
組んで整然と行進するという物語を描いた図となる。ゲーテは図版Xの解説でも同様に，「［『一般
31 Zach 1812, S. 255f. 18世紀の戦術書には，敵陣にたいして平行に組む梯形陣がよく記載されているが，
ゲーテの比喩でイメージされているのは，ツァッハが説明しているのと同じく，敵にたいして垂直方向の
梯形陣である。
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学芸新聞』の］書評者は，二つの色彩分遣隊をグレンのやり方で梯形陣で向かい合わせに行進させ，
最後に接触させるために，なんと手間をかけていることか」（F1028）と述べている32。ここでは黒
いゾーンをはさんで上部の色彩の隊列は下に向かって，下部の隊列は上に向かって，それぞれ梯形
陣で行進しているのだ。そして，画面に規則正しく引かれた直線からなるグリッドは，軍隊の秩序
を象徴する図像となる。
　先述したツァッハの著書は，ヨーロッパで18世紀半ば以降，多数出版された戦術書の一つである。
18世紀には戦争の学問化が進み，戦争にかんする知識や技術が理論的・学問的な把握の対象とな
32 ゲーテは書評者の図式を図版Xに描き写す際には，「われわれは彼の文字の図式を厳密で正確な枡目に
宿営させる（einquartieren）という労をいとわなかった」（F1028）と述べており，ここでも軍隊がほの
めかされている。また，色彩の縦隊が梯形陣で行進するという比喩は，図版Xのヴュンシュの理論にもと
づく図の解説でも用いられている（F1031）。
図7　ツァッハ『機動作戦入門』における梯形陣の編成方法
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るとともに，軍事関連の著作物が大幅に増加したが，その主要なカテゴリーの一つに，戦術やその
訓練方法を実践的に解説したハンドブックや指南書がある33。18世紀には，秩序正しく編成された
歩兵が，戦況に応じて隊形を組み換えながら火器を効果的に使用することが，戦術の要とされてい
た34。そのため，当時の戦術書では，さまざまな隊形の組み方や変換のしかたが詳細に解説されて
いる。そこでは兵士たちは，意志をもった個人ではなく匿名の集団として，機械のように統一され
規律のとれた行動をとることを求められており35，その基盤にあるのは幾何学的な秩序であった。
18世紀には，射撃の距離の測定，大砲の方向の設定，堡塁の建設，塹壕の設置などさまざまな戦
闘行為が幾何学的な計算の対象となっていたが，兵士たちの行動も例外ではない36。そのことを端
的に示しているのは戦術書の図版で，そこには直線状の図形で表された隊列がさまざまな幾何学的
なパターンで配置され，隊形の変換もまた直線や円弧を用いて示されている。ツァッハの梯形陣の
説明はその典型といえ，隊形が幾何学的に図示されているだけではなく，前線が形成する斜めの角
度に応じて，各縦隊が前の縦隊とのあいだにとるべき間隔が三角比を用いて計算されてさえいる37。
　ヴァイマルに残されているゲーテの蔵書には軍事関連の書物もふくまれているように38，ゲーテ
にも上記のような戦術書に目を通す機会があった可能性は十分にある。しかし，ゲーテは書物のな
かだけではなく，現実に軍隊を何度も目にしていたはずだ。ザクセン＝ヴァイマル＝アイゼナハ公
国において軍事を管轄する役職にもついていたゲーテにとって39，軍隊や戦争はけっして無縁の存
在ではなかった。ゲーテはカール・アウグスト公に同行して，1778年には軍国主義的なプロイセ
ンの首都ベルリンを視察し40，1790年にはプロイセン軍のシュレージエン進駐に参加している41。
そして，フランス革命戦争とそれに続くナポレオン戦争を通して，ゲーテは間近で実際の戦争を経
験することになり，とくに1792年と93年のフランスおよびマインツへの出征は，ゲーテに最も直
接的な戦争体験をもたらした42。そしてそれは，1791年に『光学論考』第一巻，翌年に第二巻を刊
行したゲーテが，『色彩論』のための研究を進めていた期間と重なっている。
　ゲーテの『滞仏陣中記』と『マインツ攻囲』（1822）には，彼が従軍中も色彩研究を続けていた
33 Gat 1989, S. 25; Heuser 2010, S. 55-59. 鈴木 2009，150-153頁。
34 ヨルゲンセン他 2010，47-88頁。ブルース他 2013，3-91頁。バルベーロ 2014，116-122，153-158頁。
35 バルベーロ 2014，120-122頁。
36 Heuser 2010, S. 21.
37 Zach 1812, S. 256.
38 アンナ・アマーリア大公妃図書館のゲーテ蔵書オンライン目録では，「軍事と兵器学」という主題の下
に64冊が分類されている。https://lhwei.gbv.de/DB=2.5/（2020年 1 月10日確認）
39 Goethe-Handbuch (1996-2011), Bd. 4/1, „Amtliche Tätigkeit“, S. 36f.
40 Goethe-Handbuch (1996-2011), Bd. 4/1, „Berlin/Potsdam“, S. 107-109.
41 Goethe-Handbuch (1996-2011), Bd. 4/2, „Schlesien“, S. 956-958.
42 ゲーテの戦争体験については，Charlier 2015, S. 492-496 の他，以下の事典項目でも簡潔に記述されて
いる。Goethe-Handbuch (1996-2011), Bd. 4/2, „Krieg/Frieden“, S. 624f.; „Napoleonische Kriege“, S. 748-
751.
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ことを示す記述がいくつもふくまれている。なかでも，『滞仏陣中記』で1792年 8 月31日の出来事
として記されているエピソードからは，戦地におけるゲーテの色彩研究への傾倒がよく見てとれる。
この日，プロイセン・オーストリア連合軍は，ヴェルダンの手前で陣営を張っていたが，その野営
地でゲーテは，兵士たちが釣をしている窪地にたまった水のなかを泳ぐ小魚が，さまざまな色を呈
することに気づいた。そして，魚だけではなく，水底に落ちていた陶器のかけらも「きわめて美し
いプリズムの色彩」を示すことから，ゲーテはそれが主観的実験で観察されたものと同じ現象であ
ると考えるにいたる。「物理学の教師たちがすでに百年近くも弟子達とともに暗室に閉じこもって
観察してきたことを，この戸外でこれほど新鮮で自然な状態で見ることができる」ことに大きな喜
びを感じたゲーテは，この現象について，その晩出会ったロイス十一世侯爵に熱心に話しただけで
はなく，翌日にも実験と観察をくりかえし，後日，試論を書記に口述筆記させて，図も描きそえた
という43。その後もゲーテは行軍のかたわら，色彩論の書類を整理・編集したり，図を描いたりし
ているほか44，翌年，マインツの陣営でも，『色彩論』の基礎となる考察をおこなっている45。
　このように，『色彩論』につながる研究は，戦争と並行して進められ，その一部はまさに戦場で
成立したということができる46。そしてその際に，ゲーテは軍隊と行動をともにしてその様子を目
のあたりにしていたのだ。そのなかで，兵士たちが梯形陣で行進する場面を目撃することもあった
かもしれない。しかし，ゲーテの従軍記には，『色彩論』で記述されているような規律正しく統制
された軍隊の姿はほとんど登場しない。『滞仏陣中記』に目立つのは，むしろ，悪天候や飢餓に苦
しめられ，食料や物品を略奪し，道に迷い，快適な寝場所を確保するためには指揮官の指示にも従
わない無規律な軍隊である。とくにヴァルミーでの敗戦後は，撤退するプロイセン・オーストリア
軍の混乱が詳細に描写されている。そのなかで，ヴァルミーの戦いの前日，1792年 9 月19日の記
述には，『色彩論』との対比で興味深い軍隊の描写が見られる。
　この日，マッシージュに向かって進軍中に，ゲーテは「ある不思議な現象」に注意を引かれたと
いう。野を横切り，丘を越えて誘導されてきた一つの縦隊が，谷に入ることになったとき，急斜面
に行きあたった。
さて，ちょうど正午に日差しが現れ，すべての銃に反射した。私は高台の上で立ち止まって，
きらめく武器の流れが輝きながら近づいてくるのを見ていた。すると思いがけないことに，縦
隊が急斜面に到達したとき，これまでまとまっていた隊伍が跳ねるように分かれて，個々の兵
がそれぞれできるだけうまく下へ降りようとした。この秩序の乱れはまさに滝を思わせた。入
43 FA I 16, S. 403f., 406f., 409, 419. 引用はS. 404. この現象については，1822年に『自然科学一般』第一
巻に掲載された色彩学の論考の一つ「水中の炎」でも言及されている。FA I 25, S. 753f.
44 FA I 16, S. 483f., 490f.
45 フランスとマインツへの出征中に成立した色彩学の論考は，LA I 3, S. 109-149 に収録されている。
46 ゲーテの色彩研究とフランス革命およびそれに続く戦争との関係については，Kruse 1988, Richter 
1990, Honold 2002 でも論じられている。
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り乱れてあちこちできらめく無数の銃剣は，きわめて活発な動きを示した。そして，斜面の下
で全員がただちに再び隊列を組んで，上に到着したときのように，再び谷を進んでいったとき，
川のイメージはますます生き生きとしてきた。また，この現象は，その長い時間のあいだずっ
と日差しに恵まれていたので，それだけいっそう好ましく思われた。日光の価値は，このよう
な不確かな時において，長く見られなかった後ではなおのこと，そのありがたさがわかるので
あった47。
　ここで描写されているのは，『色彩論』の図版IX・Xの解説で記述されているのとは異質な軍隊
の姿である。ゲーテが目撃した兵士たちは，つねに秩序正しく隊列を組んでいるわけではなく，と
きに状況に応じて隊伍を乱して個別に行動し，その後再び秩序を回復する。そして，このように各
自の意志で秩序と無秩序を柔軟に切り替えながら進んでいく軍隊に，ゲーテは生気を感じ，それを
川や滝という自然にたとえている。これらの比喩や「現象（Phänomen/Erscheinung）」という言葉
が示しているように，ゲーテは軍隊の動きを，先に見た泉の色彩現象と同様に自然現象としてとら
えているのである。しかも，ここでは日光に重要な意味が見いだされているように，ゲーテが観察
しているのは一種の光学現象でもあるのだ。
　そして，このように自然現象としてとらえられた軍隊と比較したとき，『色彩論』でグリッドを
用いた図がたとえられている軍隊の反自然性が明白に浮かび上がってくる。そこで梯形陣で一糸乱
れず行進する色彩の軍隊は，ゲーテがフランスで目撃した軍隊とは対照的であり，後者が川や滝に
たとえられるのにたいして，グリッドが体現する幾何学的な規則性から逸脱することのない色彩と
いう兵士たちの行動は，自然に反するものであることになる。そしてそれは，とりもなおさずニュ
ートンの理論の反自然性を意味する。ゲーテは図版IXとXで，グレンらの図式をグリッドの構造に
置きかえることで，ニュートンの理論にひそむ画一的な規則性を前景化した。それは，断面図で描
かれた『光学』の図12では明らかではないが，平面に文字を規則正しく並べたグレンらの図式を
通して顕在化し，ゲーテのグリッドによってより明示的に可視化されたものである。そして，ゲー
テはグリッドを用いた図を軍隊の行進になぞらえることで，そのように図像化されたニュートンの
光学理論が自然に反するものであることを，風刺的に告発しているのだ。クラウスがいうように，
モダニズムでは「自然に背を向けた芸術の相貌」48であるグリッドに，芸術の自律性の契機が見い
だされたのであるとすれば，ゲーテにとっては，グリッドの反自然性は，軍隊のイメージを呼びさ
まし，ニュートンの光学の属性として批判されるべき対象なのである。
　『光学』の命題八にたいするゲーテの図像を手段とした批判は，しかし，これで終わりではない。
ゲーテは論争篇で，図版の解説において，自分の「敵対者や半敵対者および彼らの師」を「応分に
からかうことを読者に許してもらえるだろう」（F488）と述べているが，そのような揶揄にあたる
47 FA I 16, S. 425.
48 クラウス 1994，18頁。
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のは，軍隊の比喩だけではない。ゲーテは図版の解説でさらに，ニュートンの理論をグリッドとは
別の幾何学的な図形でも表してみせるのである。
６．図形詩のパロディ
　ゲーテは図版IXの「ハレのグレン」の図の解説で，軍隊の比喩を用いてニュートンの理論にも
とづく白の成立の説明を批判した後，「最も奇妙な事態は終わったと考えてよいが，もっと奇怪な
ことがまだある」と，さらなる問題の所在を指摘している。「中央部が上記のやり方で白になるの
であれば，上昇・下降する横の列のそれぞれは，もはやすべての色彩をふくまないので，集合する
と，プリズム像のなかでそれらの方向に対応した色彩を生みださなければならないからである」
（F1024）。つまり，ゲーテは，白以外の色彩の合成にかんするニュートンの理論も問題視している
のだ。ゲーテの色彩論では，スペクトルの色彩は光と闇の相互作用によって成立するのであって，
ニュートンがいうように，さまざまな色の光線が混合して生じるわけではないのである。
　図版IXでは，グリッドによって，「ハレのグレン」の図の各段の枡目の色を混合すると生じると
される色彩が，隣の「自然」の図の同じ段の色によってわかるようになっている。しかし，ゲーテ
は，ニュートンの理論に依拠した色彩の混合のしくみをこのように図示するだけではなく，「われ
われの図版では色彩で表されていることを，言葉で図表のかたちにしても表してみたい」（F1024）
という。このゲーテの「言葉の図式」（F1026）は図版集の一ページに横向きに掲載されており（図
8 ），一番上に大きな活字で「青赤，赤青，明るい青，緑，明るい黄，赤黄，黄赤は白をつくる」
と書かれ，その下に通常の大きさの活字のテクストを逆三角形にレイアウトしたものが左右に二つ
並んでいる。左のテクストは，「ハレのグレン」の図の中央の段から上へ向かって，右のテクスト
は下へ向かって，それぞれの段における色彩の混合を説明したものである。
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　　　　　　　　上向きに。
赤青，明るい青，緑，明るい黄，赤黄，黄赤は
　　　　　　明るい黄をつくる。
　明るい青，緑，明るい黄，赤黄，黄赤は
　　　　　　暗い黄をつくる。
　　緑，明るい黄，赤黄，黄赤は
　　　　　　さらに暗い黄をつくる。
　　　明るい黄，赤黄，黄赤は
　　　　　　赤みのある黄をつくる。
　　　　赤黄，黄赤は
　　　　　　赤黄をつくる。
　　　　　黄赤は
　　　　　　自立している。
　　　　　　　　下向きに。
青赤，赤青，明るい青，緑，明るい黄，赤黄は
　　　　　　明るい青をつくる。
　青赤，赤青，明るい青，緑，明るい黄は
　　　　　　暗い青をつくる。
　　青赤，赤青，明るい青，緑は
　　　　　　さらに暗い青をつくる。
　　　青赤，赤青，明るい青は
　　　　　　赤みのある青をつくる。
　　　　青赤，赤青は
　　　　　　赤青をつくる。
　　　　　青赤は
　　　　　　自立している（F1025）。
青赤，赤青，明るい青，緑，明るい黄，赤黄，黄赤は 
白をつくる
図8　ゲーテ『色彩論』図版IXの解説における言葉の図式
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　こうしてゲーテは，グレンの文字の図式をグリッドと色彩で描きかえた図を，今度はテクストに
置きかえている。ただし，それは単なる散文ではない。ゲーテはニュートンによる色彩の混合の理
論を「もっと奇怪なこと」，直訳すれば「もっとバロックなこと（ein weit Barockeres）」（F1024）
と呼んでいたが，ゲーテの「言葉の図式」は，17世紀，バロック期に流行した図形詩を思わせる49。
詩行の輪郭によって図形をかたちづくる図形詩は古代から存在するが，バロック期にはとくに盛ん
につくられた。宗教的な詩は十字架や祭壇，誕生日や結婚を祝う詩は杯，葬送詩は棺の形にレイア
ウトされるなど，図形詩はその内容と関係のある図形をかたどることによって，内容と形式，テク
ストと図像が密接に関連しあっていることを特徴とする50。そして，三角形も図形詩でよく使われ
た図形である。三角形は，古代から数学的な完全性を表す図形とされ，神秘思想では万物の根源や
宇宙の秩序の象徴，キリスト教では三位一体の象徴であり，また，ピラミッドの形でもあることか
ら，17世紀には君主の礼賛詩や葬送詩などがこの形でつくられることが多かった51。
　図形詩は18世紀には衰退していくが，完全に姿を消したわけではなく，19世紀に入っても，遊
戯的な機会詩としてつくられることはあった52。ゲーテの図式も，先端が平らではあるが，逆三角
形の図形詩のように見える。また，ゲーテは『色彩論』の教示篇で，「数学者は三角形の価値と効
用を高く評価している。また三角形は神秘主義者に非常に崇拝されている」（F283）と述べている
ように53，三角形がさまざまな象徴的な意味をあたえられてきた図形であることを認識していた。
しかし，ゲーテの図式は，本来の意味の図形詩ではない。ここではテクストの内容と形式とのあい
だに，バロックの図形詩のような相関関係は存在しない。ゲーテの図式は，「ハレのグレン」の図
の各段の色彩の名称を列挙した上で，それらの混合によって生じる色彩をあげた文から構成されて
いる。混合される色彩の数が一つずつ減っていくのに応じて，文の長さも短くなるが，ゲーテの図
式は，そのことを，テクストを強引に逆三角形にレイアウトすることによって，強調してみせてい
るにすぎない。そこでは，色彩の混合のしくみというテクストの内容と，三角形が象徴するなんら
かの意味とは無関係である。正確にいえば，ここでテクストがかたちづくる三角形に意味はないの
であり，ゲーテの図式は，図形詩の形式だけを模倣したパロディなのだ。
　ゲーテはこの図式を作成した理由を，次のように述べている。「われわれがこの言葉の図式をこ
れほど仰々しく作成したのは，とくに，それをテーゼとして掲げて愚者の塔で議論したり，魔女の
49 「バロック」が時代の名称として用いられるようになったのは19世紀半ば以降のことで，ゲーテの時代
には「奇怪な」「珍奇な」「常軌を逸した」といった意味で使われていた。バロックの概念については，エ
ムリッヒ 1993，17-34頁を参照。
50 図形詩全般についてはAdler/Ernst 1987，特に17世紀の図形詩については Adler 1982。
51 三角形やピラミッド形の図形詩については Adler/Ernst 1987, S. 89 の他，Ernst 1982 がくわしい。三
角形の象徴の歴史については Stuhlfauth 1937 を参照。
52 Adler/Ernst 1987, S. 212-215.
53 ここでは色彩環が，錬金術の象徴の一つである三角形と逆三角形を重ねた図形で構成されることが示唆
されている。
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厨 で 雑 談 に 興 じ た り し た が る 者 に， 手 本 を 示 し て お く た め で あ る 」（F1026）。「 愚 者 の 塔
（Narrenturm）」とは，1784年にウィーンに設立された精神病院の呼称である54。ゲーテは図版Xの
解説の最後で，「一度ガルに生粋のニュートン派の学者の頭蓋骨を調べてもらい，いくらか説明し
てもらいたいものだ」（F1032）と述べているが，ウィーンで医師として働いていた骨相学者フラ
ンツ・ヨーゼフ・ガルは，「愚者の塔」の患者たちの頭蓋骨も調査し，精神病の原因は脳にあると
主張した55。1800年頃にはガルの理論を知るようになり，個人的なコンタクトももって，その骨相
学に強い関心を寄せていたゲーテは56，「愚者の塔」への言及を通して，グレンをはじめとするニ
ュートンの支持者たちを狂人のような存在とほのめかしているのである。
　一方，「魔女の厨」は，1808年に刊行された『ファウスト』第一部の同名の場面を示唆している
と思われる57。この場面ではファウストがメフィストフェレスに連れられて魔女の厨を訪れ，クラ
イマックスのシーンでは，魔女が魔法を使ってファウストに若返りの薬を飲ませる。その際に，魔
女は周囲に円を描いてそのなかにファウストを入れ，呪文を唱えるという儀式をおこなうが，ゲー
テは『色彩論』の歴史篇で，ニュートンの光学理論を「魔法の輪」（F815, 822）と呼び，またそれ
が「魔法の力」（F865）や「奇妙な魔法」（F866）によって受け入れられてきたと述べているよう
に，ニュートンの光学を魔術にもなぞらえている。また，メフィストフェレスは魔女の儀式を「ま
じない（Hokuspokus）」58と呼んでいるが，ゲーテは『色彩論』で，ニュートンの実験や説明を指し
て同じ言葉を用いている（F315, 345, 863）。
　このように，ゲーテは「愚者の塔」や「魔女の厨」への言及によって，ニュートンの光学を魔術
に，その支持者を狂人になぞらえて風刺している。そしてそれは，単なる風刺をこえて，ニュート
ンの光学の受容のあり方にたいする批判となっているといえる。ゲーテは『色彩論』の歴史篇で，
18世紀にはニュートンの理論が，一部の反論者を除いて絶対的な権威に高められていったことを
多くの事例をあげて指摘しているが，魔術や狂人の比喩は，ニュートンの光学がその受容者たちに
よって神話化されていることを示唆している。『ファウスト』の「魔女の厨」の場面で，メフィス
トフェレスは魔女の呪文について，「完全な矛盾は愚者にも賢人にも等しく神秘的に聞こえる」59と
述べているが，これは，「ニュートンの講述は，永遠の前後逆転，無茶な置換，反復，交錯，そし
54 Ziolkowski 1994, S. 177f. 
55 Oehler-Klein 1990, S. 38f.; Düweke 2001, S. 46f.
56 ゲーテとガルの関係については，Oehler-Klein 1990, S. 211-236; Maul 2019.
57 ハンス・ペッチュは，「魔女の厨」の場面と『色彩論』のあいだにさまざまな対応関係を指摘し，この
場面が1790年に出版された『ファウスト断片』にもふくまれていることと，ゲーテが同時期にプリズム
をのぞいてニュートンの理論が誤りであると直観したとされていることをふまえて，ゲーテが「魔女の九
九」によって『色彩論』に先だってニュートンの光学をひそかに侮辱していると解釈している。Petzsch 
1963. それにたいして本稿は，1810年に出版された『色彩論』で言及される「魔女の厨」が，1808年の
『ファウスト』の場面を示唆していると考えることは可能であるという立場にある。
58 FA I 7/1, S. 109, V. 2538. 
59 FA I 7/1, S. 109, V. 2557f.
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て教義化され，教説化された矛盾からなっており，それらを把握しようとしても無駄なのだが，し
かし，最後には暗記してしまい，何かを本当に得られたと思いこんでしまうのである」（F806）と
いうゲーテの言葉と重なる60。ゲーテは論争篇で，グレンや『一般学芸新聞』の書評者をニュート
ンの「忠実で信心深い弟子たち」（F487）と呼んでいたが，彼らはニュートンの理論を，さまざま
な混乱や矛盾をふくんでいるにもかかわらず，魔法にかけられたかのように無批判に絶対的なもの
と信じこんでいるのだ61。そして，このように「普段は頭のよい人物がニュートン的な考え方を捨
てきれず，誤りの二倍賭けや七倍賭けに興じてしまった」（F1031f.）からこそ，ゲーテは彼らの頭
蓋骨をガルに調べてもらいたいというのである。
　したがって，ニュートンの理論を用いた図形詩のパロディは，ゲーテによるその脱神話化の試み
といえる。ニュートンの色彩混合の理論でつくられた「言葉の図式」は，魔女の厨で「テーゼとし
て掲げ」られるもの，つまり呪文にあたる。『ファウスト』の「魔女の九九」と呼ばれる呪文をめ
ぐっては，カバラや魔方陣などをヒントにさまざまな謎解きが試みられてきたが，十分に整合性の
ある解釈にはいたっておらず，「ナンセンス」，「それ自体は無意味で，隠された意味が存在するか
のように装っているにすぎない，魔術や呪文のカリカチュア」62とみなすのが妥当だろう。それと
同様に，三角形に整えられたニュートンの理論も，一見，深遠な意味が秘められているように見え
るが，実際には，その形には魔法の呪文と同じく意味はなく，ニュートンの理論に神秘的な装いを
あたえているにすぎないのだ。にもかかわらず，それが実体を明らかにされることなく，無批判に
受け入れられ，盲目的に信奉されてきたことを，ゲーテは図形詩のパロディを通して暴こうとして
いるのである。
　そして，テクストにおける三角形の無意味化は，図版におけるグリッドの形骸化に相当する。両
者は，幾何学的な法則性をそなえた図形という点で，アナロジーの関係にある。したがって，ニュ
ートンの理論を表すテクストでかたちづくられた三角形に実は何の意味もないということは，同じ
くニュートンの理論を図像化する際に用いられたグリッドもまた，その科学性を象徴しているよう
に見えるが，実際には見せかけの空虚なものであることになるのだ。グレンや『一般学芸新聞』の
書評者は，ニュートンの光学理論を文字を規則正しく並べた図式で表すことによって，それが厳密
な法則性をそなえた科学的なシステムであるというイメージを強調した。それにたいしてゲーテは，
ニュートンの理論に受容者たちが見いだした厳格な秩序を，グリッドでより明確に可視化した上で，
60 また，メフィストフェレスは魔女の呪文に関連して，「真理のかわりに虚偽を広める」方法と述べてい
るが（FA I 7/1, S. 109, V. 2562），ゲーテも論争篇の序文で，ニュートンは「間違いを真実とし，真実を
間違いとしようと」しているという（F304）。
61 『色彩論』の邦訳者の一人である南大路振一も，ゲーテがニュートンの影響力を魔術にたとえるととも
に，その学説が信奉者にとっては不可侵の聖域であったとみなしていることを指摘している。ゲーテ 
1999，第二巻，640頁。
62 フランクフルト版ゲーテ全集の『ファウスト』へのアルブレヒト・シェーネの注釈（FA I 7/2, S. 286）。
「魔女の九九」の研究史については，平松 2010で簡潔に概観できる。
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図形詩のパロディを通してグリッド自体を無意味化し，いわば解体することによって，ニュートン
の光学の無批判な受容のあり方を告発しているのである。
　こうして『色彩論』の図版IX・Xにおけるグリッドは，ニュートンの光学そのものだけではなく，
18世紀におけるその受容のあり方を批判する手段ともなっている。『色彩論』の論争篇は，全体が
ゲーテによるニュートンの光学の脱神話化の試みといえるが，図版IXとXでは，それが図像を通し
ておこなわれているのである。その際に，ゲーテのグリッドは，ロザリンド・クラウスがモダニズ
ムのグリッドに指摘したような反言説的で非再現的なイメージではない。それは，光学現象の写像
のための座標であると同時に，色彩の軍隊の行進という物語をささえる枠組みであり，ニュートン
の光学の反自然性のしるしでもある。しかし，クラウスのグリッド論も，きわめて物質主義的に見
えるモダニズムのグリッドが，しばしば深い精神性と結びつけられるという両義性をはらんでいる
ことを指摘し，その神話を解体する試みであった63。同様に，ゲーテもまた，ニュートンの光学の
科学性を象徴するかのようなグリッドの解体を通して，その受容のあり方を風刺し，ニュートンの
理論を脱神話化しようとしているのだ。そして，そこでグリッドは，軍隊，図形詩，ガルの骨相学，
『ファウスト』など，1800年頃のゲーテの経験世界をかたちづくっていた諸要素と響き合いながら，
ニュートンの光学とその受容者にたいする批判の手段として独自に機能しているのである。
63 クラウスのグリッドにかんするエッセイは，直訳すると『アヴァンギャルドのオリジナリティとその他
のモダニズムの神話』を原題とする著書で，「モダニズムの神話」というタイトルの下に集められた論考
の一つである。
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